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渋滞最後尾にいた・・・タンクローリーに大型トラックが追突

５台絡む玉突き事故で４人軽傷 廃油漏れ通行止め

◇車が動いているときは、いかなる場合も･･･常に、100％運転に集中しましょう◇

２０１６年５月１８日（水）１２時４２分

１８日午前１０時ごろ、愛知県の国道で、渋滞の最後尾にいたタンクローリーに大型トラックが追突。そ

の前にいた乗用車３台も巻き込む玉突き事故となった。警察などによると、タンクローリーの運転手ら４人

が病院に運ばれたが、いずれも軽傷という。タンクローリーが運んでいた食用油の廃油数十リットルが漏れ

、通行止めになっている。

事故を起こしてから、後悔してどうする？

「なれた道・なれた仕事」 に注意

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バック時は、一度の確認だけでなく、もう一度確認しましょう

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命

荷台からの”転落”、”はさまれ”事故に注意しましょう

●一時停止 ⇒ 二度停止

●前車発進 ⇒ ２秒後に発進

子供・高齢者は、動く赤信号

交差点 自転車の小3男児死亡 車と出合い頭に衝突

◇相手は、止まらないかもしれません 交差点は徐行してください◇

２０１６年５月１９日（木）７時３９分

１８日午後５時ごろ、静岡県の市道交差点で、パート社員の女（４６）の軽乗用車と、小学３年生の男児（９）

の自転車が出合い頭に衝突した。男児は頭を強く打ち、同７時すぎ搬送先の病院で死亡した。

◇かもしれない運転◇ 右から・・・自転車が飛び出してきた

国道渡ろうとした・・・自転車の小3男児 車にはねられ意識不明に

２０１６年５月１９日（木）５時５６分

１８日午後４時半、埼玉県の国道で軽乗用車が自転車で国道を渡ろうとした小学３年生の男の子をはねました

。男の子は頭などを強く打ち意識不明の重体です。軽乗用車を運転していた容疑者（２４）を現行犯逮捕しま

した。容疑者は「右から自転車が飛び出してきた。ひいたのは間違いない」と容疑を認めています。

◇かもしれない運転◇ Ｔ字路 一時停止 左から・・・車が飛び出してきた

路線バスと軽ワゴン車が衝突 乗客16人けが

２０１６年５月１９日（木）１時２３分

１８日午後４時ごろ、東京都のＴ字路で、路線バスが、左側から飛び出してきた５０代の男性が運転する軽ワ

ゴン車と衝突する事故があった。この事故で、バスの乗客２４人のうち１６人が急ブレーキの衝撃で倒れて、手

すりや座席に頭を打つなどして、けがをした。路線バスは、緩やかな右カーブを走行中で、軽ワゴン車が飛

び出してきた道路には、一時停止線があった。軽ワゴン車を運転していた男性は、右折の際、右から走って来

た路線バスに気がつかなかったと話していて、一時停止を怠ったことが事故の原因とみられている。

交差点 右折時･･･対向の直進バイクと衝突、バイクの高校生死亡

◇交差点、右折時は・・・対向車はもちろん、右からの自転車・歩行者に注意しましょう◇

２０１６年５月１９日（木）６時２８分

１８日午後８時すぎ、横浜の交差点で、右折をしようとした乗用車と反対方向から直進してきたバイクが

衝突しました。この事故で、バイクを運転していた定時制高校４年生の１８歳の少年が頭などを強く打ち、

病院に運ばれましたが間もなく死亡しました。警察は乗用車を運転していた中学校の教諭の男性容疑者（３

４）を過失運転傷害の疑いで現行犯逮捕しました。現場の交差点には右折用の補助信号がありますが、事故

当時の信号がどうなっていたのかなど、警察は事故の詳しい原因を調べています。

30代の自転車事故多発

仕事や子育てに忙しい30代 ルールやマナーに意識が届きづらい

２０１６年５月１９日

３０代の事故が多い理由について警察署の担当者は「仕事や子育てに忙しい３０代にとって、自転車は生活圏

内を速く、手軽に移動できる便利な乗り物なのではないか。その手軽さゆえ、ルールやマナーに意識が届き

づらいのでは」と分析する。運転者へ正しい交通ルールや運転マナーの徹底を呼び掛けている。


